
▲�大切な一票が投じられました

比例代表（届出順）

公明党	 341票	 日本維新の会	 49票
日本のこころ	 22票	 社会民主党	 63票
日本共産党	 189票	 幸福実現党	 9票
自由民主党	 929票	 希望の党	 426票
立憲民主党	 426票	 （有効投票数　　 2,454票）

〈当日有権者数〉
５,１１４人

〈投票者数〉
２,６２８人

〈投 票 率〉
男　52.95％
女　49.80％
計　51.39％

　

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、

10
月
22
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、
村

の
投
票
率
は
、
期
日
前
投
票
と
当
日

投
票
を
合
わ
せ
51
．39
％
で
し
た
。

前
回
平
成
26
年
衆
院
選
の
投
票
率

48
．75
％
と
比
べ
、
２
．64
％
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

村
内
結
果

みんなで投票。みんなで参加。
あなたの一票大切に

村内開票結果

⃝報告のページ⃝

〈小選挙区選挙・在外含む〉

小選挙区（届出順）

金子  恵美 	 1,079票
亀岡  偉民 	 1,515票
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「戦没者等の遺族に対する特別弔慰金」 のご案内
　このたび、戦後 70 周年に当たり国より戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第十回特別弔慰金）
が支給されることになりましたのでお知らせいたします。

 支給対象者 
　平成 27 年４月 1日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等
援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による
先順位のご遺族おひとりに支給。

 戦没者等の死亡当時のご遺族で 
　１．平成 27年 4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　２．戦没者等の子
　３．戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　　　※�戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかによ

り、順番が入れ替わります
　４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　　　※戦没者等の死亡時まで引き続き 1年以上の生計関係を有していた方に限ります。

 支給内容 　　額面 25 万円　5年償還の記名国債
 請求期間 　　平成 30 年 4 月 2 日まで
　　　　　　　　※請求期間を過ぎると弔慰金を受け取ることが出来なくなります。

 請求・お問い合わせ窓口 　　飯舘村役場住民課住民係（本庁　☎ ０２４４－４２－１６１９）
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▲復興に向けて、協定が結ばれました。左から４人目が黒崎社長、５人目が駅長の佐藤さん

観光・交流強化へ　中合と相互協力

「百貨店34年間勤
務の経験、ノウハ
ウを生かし、村に
なくてはならない
道の駅に発展さ
せたい。情報発
信はもちろん、村
民の方が毎日来た
くなる道の駅を目
指していきます」

道の駅 駅長
佐藤 求さん

▲感謝状を受けた北原さん（左）と新委員の髙木さん


